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Tamiko OGURA 
The Relationship between Early Language and 

Cognitive Development through a Longitudinal Study 

Abstracts : The purpose of this paper is to clarify which early language behaviors 

relate to cognitive behaviors through a longitudinal study of four children. Three 

childern were observed every three weeks from 8 months to the oneset of two-word 

utterances and one child was observed from 12 months to the emergence of two-word 

utterances. Correspondences between cognitive development and language development 

were examined 

The landmarks in early language development were found the emergence of 

the first word, the oneset of referential words and the oneset of a vocabulary over 10 

different words in size which were recorded for 90 minutes 

Cognitive tasks were means-end and causality, which Miller et al. (1980) studied 

In addition, some combination tasks, some memory tasks, drawing, manipulation of ob-

jects and play were also used. 

I. Vocabulary size 

Cognitive tasks which co-occured at the oneset of three language landmarks were 

examined 

The emergence of the first word and the vocalizations with a meaning of instrumen-

tal function corresponded to the acquisition of combination tasks in which children 

recognize the relation of objects and combine two pieces. Children acquired the 

association of meamng and sound patterns in language and the combination of two 

paired objects in cognition. 

The emergence of referential words corresponded to the acquisition of stage V of 

means-end, stage V of causality, the memory task in which children find a toy wrap-

ped in a cloth, scribbling, and enactive naming in which the children manipulate the 

objects according to their conventional usage 

Bates et al. (1979) proposed that tool-use involves the capacity for part-whole anal-

ysis and location of substitute parts the capacity that must be shared with sym-

bols in language and in play 

To achieve the task of finding the wrapped toy and to produce referential words 
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need mental representation. Vocal symbols and gestural symbols were emerging at 

the same time, at around one year of age. 

Demonstrative pronouns (for example, this, here) appeared at the same time of a 

vocabulary of over 10 different words. At this time, children substitued one object for 

another object ; that is, they began symbolic play and recognized the position of wind-

ing of a mechanical toy in the task of causality. Children at this stage see the world 

m more differentiated terms, and increase the vocabulary words which refer to more 

differentiated aspects of the environment. Children construct the relationship between 

a "signifier" and a "signified". Symbolization proceeds in parallel with language and 

play. 

These results suggest that several functions and structures were shared by early 

language and cognition, and that the shared functions and structures varied at each 

stage of single word utterances. The hypothesis of local homology proposed by Bates 

et al. (1979) may be supported. 

II. Word meaning 

A specific relationship between the acquisition of gone (Nai in Japanese) that 

encodes a meaning of non-existence and the development of object permanence (here, 

the task of memory), and between the acquisition of there (Ata and Haita in 

Japanese) that encodes success meaning and the development of means-end skills 

were exammed. The acquisitions of the delayed response in memory task and gone 

co-occured in three children 

The acquisition of the word there and stage VI of means-end co-occured in three 

children. 

These results suggest that there are specific links between the acquisition of pati-

cular types of meanings and paticular cognitive achievements which Gopnik, A. (1984) 

pro posed. 
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ジャーの相関が幾分ことなっていたことを報告してい

る。

　Hard1ng　and　Go11nkoff（ユ979）は，8ヵ月から143カ

月の46人の乳児が手の届かないオモチャをとれない場面

と，おかしの入った容器を一人であけられない場面で，

本を読んだふりをしている母親にコミュニケーションの

手段として意図的に発声するには，因果性V段階（ここ

での課題はMehrabian　and　Wi11iam，1971（Harding

ら，1979による）のソス押し’’で原因を捜す課題と乳

児の髪に母親が風を送るゲームで完全に自分自身の外に

原因があることを知覚する）の発達が必要であることを

示した。

　Fo1ger　and　Leonard（1978）は，20人のユ4～24ヵ月

の健常児（そのうち10人が二語発話レベルでMLUは

ユ．11～1．ユ4形態素）と8人の31～46ヵ月の言語障害児

（5人は二語発話レベルでMLUはユ．O～1．54形態索）

についてUzgiris　and　Huntの下位尺度の手段一目的

と対象関係把握の課題を実施した。子供の発話の長さと

2つの認知メジャーの遂行の問に年令を一定にした時，

偏相関はなかった。指示語を使用してのspeechを行う

子供の多くは手段一目的の段階Vで，対象関係において

も段階wの象徴遊びを示さなかった。指示語の使用には

感覚運動知能の第W段階が必要だとの従来の考えは支持

されなかったことを報告している。Fo1gerらの研究で

は指示語の使用の程度，内容を明確にする必要がある。

　次に特定のことば，あるいは意味の獲得と事物の永続

性の関連についての研究をあげてみる。Corrigan（1977）

は言語獲得に必要な認知発達は心的表象であり，みえな

いところで移動が生じても隠された事物を発見できる事

物の永続性の第V暇階の能力がその一つであるとし事物

の永続性と言語亀点（発声もO．5とカウントした平均発

話長）の関係について調べている。9ヵ月から1才ユOカ

月まで3児を縦断観察した結果，順位相関係数は高かっ

たが年令を一定にした時，有意な偏相関はなかった。し

かし個人毎に両者の対応をみると2つのスクリーン（A，

B）を用いた1回のみえない移動をする物の発見（H

（手）→A→Bの隠す状況で探索はA→B）の事物の永

続性のV暇階のはじまりと一語発話の出現が大ざっぱに

対応しており，隠した順序と逆に捜して一連のみえない

移動をする物の発見（H→A→B→Cの状況で探索はA

←B←Cの前操作期のはじめに証彙数が増大し，事物の

消失についてのコメントのことば（a11gone）と消失後再

びあらわれることを要求したことば（mOre）が出現した

ことを報告している。

　N1co11ch（ユ981）はmore，a11gone，there，upのよ

たみ子 ユ03

うな関係語と事物の永続性の関係を観察開始時ユ；2か

ら1；6の5児について7ヵ月からユユカ月の期間観察を

した。事物の永続性の後期段階V［（H→A→B→Cある

いは，9←B←A←Hとみえないところで移動し，直

接Cを探すのが一方向で可）の達成に先行して沢山の関

係語を獲得していた。mOre，90neは事物の永続性の後

期段階wの前にすべての被験児により使用されていた。

　Gopnik（ユ984）は，消失をあらわしている語の獲得一

特に90neという単語　　と事物の概念の発達の特別の

関係を提起している。90neは，子供が存在している事物

を知覚していないという事実をコメントするのに用いら

れ，子供の知覚と信念の間の対照を示している。ユ5ヵ月

児5名を1ヵ月にユ度約6ヵ月間縦断的観察し9oneと

事物の永続性，手段一目的，空間の課題との関係を調べ

た。その結果9oneは段階VIの一連の見えない移動をす

る物の発見の課題の解決（H→A→B→Cの状況で，探

索はA→B→9あるいは9）と前操作期（隠した順序と

逆にさがして一連のみえない移動をする物の発見，H→

A→B→Cの状況で探索はA←B←C）の移行期に獲得

されている。手段一目的や空間関係の課題とは関係なか

った。また，no，more，there，downの関係語の獲得と

事物の永続性，手段一目的，空間の課題とは何の関連も

みいだされなかったことを報告している。Gopnik　and

Me1tzoff（1984）は9oneの意味と事物の永続性の関係

の他に，no，uh－oh，thereのような成功，失敗をあらわ

す語の獲得と手段一目的の洞察の必要な課題（事物を得

るために垂直に捧をつかう）でプランをたて，それを実

行し，比較する概念の発達と意味の発達が同時におこる

ことを報告している。

　Gopnik（1984）やGopnikandMe1tzoff（ユ984）の

研究は，特別の概念をあらわす語の獲得をそれらの概念

を必要とする問題の解決の問に特別の関係があるだろう

ということを仮定している。言語と認識がどんな面で関

係しているかを一歩ほりさげて研究している点で注目に

値する。

　筆者（小椋，1984）は，10ヵ月から21ヵ月の35名の保

育園児について初期言語発達と認知発達の関係を横断的

に研究し年令を一定にした時の言語メジャーと認知メジ

ャーの偏相関を算出した。言語メジャーは，母親への質

問紙と観察からの異り語数を用いた。認知メジャーは，

Bates　et　a1（1979）の研究で相関の高かった目的達成，

Comb1nator1a1p1ay，Symbo11c　p1ay（事物操作活動），

表象が関与していると考えられる言己憶，描画，Hardi㎎

and　Go1mkoff（ユ979）が意図的な発声と相関があった

ことを報告している因果性をとりあげた。半指示語，指
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示語がマンマ以外に4以下ある　語発話出現，事物，事

象をあらわす指示語が5以上10以下の一語発話増大，指

示語が1ユ以上あるが二語発話はない一語発話定着と偏相

関の高い認知メジャーを明らかにした。この横断的方法

の問題点としては，言語発達が時間の経過で観察されて

いないので言語メジャーが非常に暖昧であった。今回は

4児の縦断観察から身振り，音声の意味機能，異り語数

についてのコミュニケーション行動の観察を行い（その

結果については小椋，1985a；小椋，1985b），初期言語

発達を最もよくあらわしているメジャーは異り語数と，

ことばの内容との結論に至った。本研究においては，異

り語数，ことばの内容から4児の初期言語発達のいくつ

かの節目を明らかにし，その時期に獲得される認知能力

との対応をみていく。また，Gopnikらが提出している

語の意味と認識の関係についての仮説を検討する。非存

在を示す90neにあたるナイを意味することばと事物の

永続性（本研究では言己憶課題の中で一部しカ）とりあげて

いない）との関係，成功，発見を意味するthereにあ

たる心アッタ’’，．1タッタ（入った）’’と目的達成の課題と

の関係をとりあげる。

　認知能力の中で事物操作活動については，稿をあらた

めて報告する予定であるので，ここでは必要なところで

簡単にふれるにとどめた。

方　　　　法

がある。事物操作活動場面は，食事，身づくろい，入浴

の道具，遊具と動物の絵が描かれている積木6ケ，赤い

小積木10ケ，ボール，人形と人形の衣服，ぬいぐるみの

パンダ，ゴム製動物人形，ガラガラ大・小を提示し，養

育者（C児は筆者あるいは学生）と自由に最低15分問遊

んだ。観察場面には対象児，養育者，VTR録画者，筆

者がいた。全場面がVTR録画された。

　分析資料　A，B，C児は8ヵ月から二語発話出現ま

で，D児は観察をはじめたユ1；17から二語発話出現まで

を資料とした。

　分析方法　言語メジヤー　一定の遊具での遊び，認知

課題の検査場面を中心に90分間のVTR録画を再生し，

この間に発せられた有意味なことばの異り語数を数え，

内容，それが生起した場面と意味を記録した。養育者，

家族からの報告，言語理解検査の結果を参考とした。

　認知メジャー　表1に示す認知課題への反応を言己録し

表1　認知課題
目
的
達
成

因

果

性

　被験児　A児（長女），B児（次男），C児（長男），

D児（次男）。A，B児はユ才4ヵ月違いの姉弟，保育

園児の兄がいる。C児は観察当時一人っ子。D児は保育

園児の兄がいる。4児とも健常な発達をしており，父母

就労のため生後まもなくより，A，B児は知りあいのお

ばさんが自宅にきて（午前8時一午後7時），C児は知

りあいのおばさんの家で（午前8時一午後6時），D児

は曽祖母と祖母に養育されていた。A児は1才9ヵ月，

B児はユ才6ヵ月，C児は2才1ヵ月，D児は1才5カ

月で保育所に入所した。

　手続　約3週問間隔で午前あるいは午後約2時問養育

されている家を訪問し，子供の生活している部屋で表

ユに示す認知課題を実施した。目的達成，因果性は，

M111er　et　a1（1980）によるP1agetの感覚運動知能の

第Wから第VI段階に対応した課題である。comb1nat1on

課題は2つ以上の事物間の関係認識をみるもので，輪な

げ以外は新版K式発達検査の項目で，実施方法は嶋津ら

（1980）に従った。検査は筆者が実施した。認知検査の

場面以外に事物操作活動場面，絵本場面，理解検査場面

C
O
MB
I
N
A
T
I
O
N

記

憶

描
画

1
2
3

4
5
6

7

8

9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

手の届かない事物へ移動する（W）＊

事物を得るために紐を用いる（V）＊

箱をあけて玩具をだす（V［）＊

干渉する手を払いのけて玩具をとる（IV）＊

ネジまき玩具を大人に動かさせる（V）＊

ネジまき玩具の動かし方を発見する（w）＊

小鈴と瓶（小鈴を瓶へ出入）

積木とコップ（積木をコップヘ出入）

積
木
の

拡

ノ＼

メ

板

入
れ
子

積木をつもうとする

積木の塔2以上

積木の塔3以上

円板出入

円板回転

ハメ板全

ハメ板回転

入れ子　2ケ

入れ子　3ケ

輪と棒

全体隠し

包みこむ

2ケのコッフ

3ケのコッフ

例示前になぐりがき

円錯画

＊はPiagetの感覚運動知能の段階を示す

sokyu
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表2　事物操作活動のカテゴリー

カテゴリー 内　　　　　　　容 例

事物への身振りでの命名 事物の適切な用途を動作で示す ブラシで髪をとかす

自己へのふり行動 自分に関係した活動でふり遊びをする コップからスプー二■ですくいたべるふりをする

人形へのふり行動
人形が動作の受け手となったふり遊びをする 人形ヘコップかbスプーンですくい食べさせるふりをする

置きかえ 積木を汽車にみたてて動かす

単一シェマ
一つのシェマが一連の動作者や受動者に適用されたふり遊び

人形の髪をブラシでとかし、自分の髪もとかす
行
為
が
結
合
し
系
列
を
な
し
た
ふ
り
行
動

多シェマ
いくつかのシェマが組みあわされ系列をなしているふり遊び

スフーンをコップヘ入れかきまわす。容器かbコップヘなにかを入れる。スプーソを口へもっていき食べるふりをする

複合シェマ
多シェマを一連の受動者に適用した象徴遊び

スフーンでコップをつつく。コップかbすくい食べるふりをする。遊び相手の口にスプーンをもっていき食べさせるふりをする

た。

　事物操作活動についてはBe1sky　and　Most（1981）

を参考につくったカテゴリーのうち，ここでは表2に示

したカテゴリーの出現時期をみた。

結　　　　果

　表3一表6に4児の認知課題，事物操作活動の結果と

言語メジャーとしての異り語数，ことばの主な内容を示

した。ことばの内容は12だけ言己載した。言語発達のいく

つかの節目をあきらかにしながら．，その時期に獲得され

てくる認知課題をみていく。

　I　　語発話の発達と認知との関係

　（1）初語の出現

　A児10；20に絵木をもちあげながら一｛ヨイチョ’’，B

児10；11に名前を呼ばれると｛｛アーイ’’，C児9；8にお

なかがすいていて食物を要求して｝マンマ’’が発せられ

た。D児は11；17から観察をはじめ，この日，ことばは

発せられなかったが，報告でマンマ，ブーブーがあり，

既に初語は11；17以前に発せられていると推測される。

　初語が出現してくる時期に可能になる認知課題はA児

はコップヘ積木を出入，びんへ小鈴をいれる。B児はコ

ップヘ積木を出入，棒への輪の出入，入れ子2ケ，円板

出入。C児は未実施の項目が多いが，例示後ツミキを出

入，円板はずすがこの時期可能になっている。入れるも

のと入れられるものという事物問の関係がわかり，容

器，板，棒に対のものを入れるという方向性のある定位

的行動が可能になっている。

　（2）指示語の出現

　指示対象，指示事象の明確なことばを指示語と呼び観

察場面，養育者の報告からその出現時期をみた。A児は

11；27に観察場面で哺乳びんを見て吹マンマ，マ’’と発

し，報告でバーバ，チャーチャン，ワンワンの指示語が

あった。B児ユ2；2に観察場面で大人にねじまき玩具を

まわしてほしい時一’トッテ’’と大人へ手わたした。報告

でニャンニャン，チュンチュン等が，C児は11；16に養

育者へ一1アワチャゾ’とよびかけた。D児は12；9に犬

の玩具をみて指さし一’ワン”といった。報告ではタイタ

イ，ブーブー，バーバ等があった。

　この時期に可能になる認知課題はA児は目的達成V段

階，因果性V段階，包みこむ，なぐりがき，小鈴をびん

へ入れて指で出す，積木をつもうとするであった。B児

は因果性V段階，小鈴をびんへ入れて出す，包みこむ，

なぐりがき，大ツミキを2ケつむであった。目的達成V

段階はすでに前回の11；9に可能になっていた。C児は

コップヘ積木を出入，円板回転，なぐりがきであった。

目的達成V段階，因果性V段階は次の12；15に可能にな

っている。積木の塔は未実施，包みこむは拒否であっ

た。D児は12；9には積木を2ケつむ，小鈴をびんへ入

れるが可能になったが次の13；Oに目的達成V段階，小

鈴をびんへ入れて指でだす，包みこむ，2ケのコップ，

円板回転，なぐりがきが可能になっている。B児の11；

9，C児の12；15，D児のユ3；Oの結果を含めて考える

と，目的達成V段階，包みこむ，なぐりがき，C児以外

小鈴をびんへ入れて出す，D児以外因果性V段階であっ

た。小鈴のびんへの出入は，びんと小鈴の関係がわか

り，指を使って出すとか傾けて出すなど目的達成のため

に手段をつかう方法を考える課題である。包みこむは，

布に包まれた玩具を記憶していて玩具を手に入れ岩ため

に布をあけるという事物の永続性と目的達成のために方

法を考える課題である。因果性V段階は目的を達成する



表3　A児の認知課題への反応と異り語数及び主なことぱの内容

〒ソ

月令

8；05 9；02 9；15囮回
12； 21 13；11 14；08 14； 29

匝 16；18 17；08 17；28 18；18 19；11 20；03
認知・言語

目的達成
移動し

← IV段階 → V IV ← V段階 → VI V ←ない
VI段階

｝ 因果性 ← IV段階 → ← V段階 → ←ネジの位置わかるが大人にたのむ（V） → ← ▽I段階

積木と
←

コップから積木を
コ．ツプ だす → ← コップヘ積木を出入

認
コ

ン 小鈴と ←
びん 入れる

←入れて指で→　だす

← びんへ小鈴を出入
ビ

知 ネ

輪と棒 ← 輸を棒から出す →
←棒へ輸を

→
下から

1 出入 入れる ← 棒へ輪を出入

メ シ

入れ子 ← 入れない → ← 入れ子2ケ → ←…1 入れ子3ケ

、．ジ
ン

課 ハメ板 ← 円板はずす → ← 円板出入 → ←円板回転 → ハメ板全 ← ハメ板回転

題
ヤ 、積木の

← つまない ← っもうとする → ← 2ケ →塔
3ケ 4ケ 2ケ 4ケ 8ケ 10ケ

1 記 憶 ← 全体隠し → ← 包 み こ む ←2ケのコップ ← 3ケのコップ

描 画 未実施 ←描かぬ → 未実施 ← 例示前になぐりがき → ← 円 錯 画

←身振りでの命名 ←行為の ← 人形へのふり行動
事物操作 結合

活動 ←自己へのふり行動
（想定） ←代 置

異り語数 0 0 0 1 4 3 2 2 5 12 16 16 20 20 25 31

アッタ 語遵鎖 二語発話
指示代名詞

ヨイチョ ア イ ア イ ア イ マンマ ナイナイ コ コ ア ツ チ コ 工 アーオーシー カッテカッテ ワンワン～ ワンワンデタ
一
一
自
口 マンマ ネンネ バータン ネンネ ノ、 イ ア ツ タ コ ツ チ イタ（あった） ワンワンワ ショダネ ソ ウ ネ Mチャンノ
語 ポーン ポ ン ウ ン アタ（入った） コ 手〔レ〕 カ イ テ タ ツ タ コ ツ テ T ク ン ワンワンマダ

アーイ マ ン マ オカーチャン アツアレー カ ツ テ オイシイネ オイデー S タ ン ワーキレイ
メ ことばの

ネ ン ネ タータン ア ツ タ マワ　ツ テ ココダヨ ブ オ 一 コ コ ワーシュイタ
ジ 内容

ワ　ンワ　ン バーチャン オッコッタ コッチヤ イ イ ヨ オ ノ、 ヨ 一 コウナルワ
ヤ オイ シ　ョ 二 ヤ 一 オワッタ アイ ッタ ト ツ テ 二 ユ 二 ユ オッキイネ

グウグウ ブーブー オイシイ オーキー タ カ イ アーウ〔ボール〕 ハイ ドーモ
1 ポ 一 ン オイ シイ オカーシャン デ ン〔チ〕 ボ 一

ノレ カ カ〔カ サ〕 ド レ ？

マ ン マ ナイナイ ノベ
一

ノベ オシェ テ コ 工 ア イ ツ タ ○シェンシュー

ノ、 イ ワ　ンワ　ン ジ コ 工 ～ オイ　シイ ク チ ユ コ レ ワ ネ

ナイナイ ネ ン ネ カェシ テ オ チ タ バーチャン バーチャン モ ウ（モット）

他 他 他 他 他 他

〔〕は正構音した場合を示した
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ための手段として人を使うことである。なぐりがきは鉛

筆という道具の用途がわかり，それを使って紙に線をか

くことができるようになるということである。これらの

課題の共通性を考えてみると，目的達成するための手段

としての事物，人，方法の媒介物に気づき，それを使用

することができるようになることで指示語の出現と媒介

物（道具）を使用できることと，包みこむに示される事

物の永続性の能力がほぽ同時期に獲得されている。

　（3）語彙の増加・指示代名詞コレ，ココ，コッチの出

現

　観察場面で異り語数がユO以上になった時期とコレ，コ

コ，コッチのいずれかの指示代名詞が出現した時期が4

児で一致していた。

　A児15；20に絵本の絵を指さしながら｝ココ，ココ”

を発した。異り語数は前回14；29の5からユ2へ増加し，

オカータン（母），タニタン（父），パンダをみてワンワ

ン，アタ（入った），アッタ等を発した。

　B児15；Oに積木で一杯になったコップを｝ココ’’と

G1〉〔にみせたり，スプーンを探しにいき“コェ？”と尋

ねて指示代名詞が発せられた。異り語数は，．’タッタ

（入った）’’，｛1アッタ”，1！センセー’等，ユOであった。次

の15；23に異り語数が18と急増する。15；Oは報告でパ

ン，オカチ，　ミルク，アチュイ，オトータン，ブーブ

ー，バーバ等指示語が多数報告された。

　C児は13；26に“コエ’’，｝コッチ’’と近くにある玩具

をとる時，指示代名詞が出現している。異り語数も13と

増加し，オブー，ネーチャン，ブーブー（車），ブブー

（豚），ハナ等の指示語が観察された。

　D児は18；18に哺乳びんをとり，｝コェ’’といった。

異り語数は前回の7から14へと増加し，オイチイ，ブー

（お茶），ブーブー，ブー（ヒコーキ），アチイ等の指示

語がある。また存在をあらわす｝アッタ’’をA，B，C

児は語彙10以上，指示代名詞と同じ時期に発した。

　この時期4児で出現してきた認知面をみると，認知課

題ではD児がすでに3ケの入れ子，ハメ板，円錯画以外

すべての課題に通過しており，4児の共通性はなかっ

た。事物操作活動で，A児15；20にコップの中に化粧水

のびんからなにか入れ，スプーンでコップを突つき，ス

プーンを口へもっていき食べるふりをする想定を含んだ

行為が結合し系列をなしたふり行動，B児15；Oに人形

ヘスプーンをもっていき食べさせるふりをする，15；7

に積木を口にもっていって食べるふりをする，C児13；

26に積木を㏄マンマ’’といって食べるふりをする，D児

ユ8；18に積木を食べるふりをするの行動のように，ない

ものを想定したり，ある事物を他の物に置き換える象徴

が出現している。

　A，B，C児の3児に共通にみられた認知課題への反

応は因果性の課題で，ネジまき玩具のネジの位置がわか

りさわるが，自分ではまわさず大人にわたした。D児は

ユ4；ユ1にこの行動が成立している。また，A，B児では

箱をあけて中のお菓子を出す目的達成VI段階に達した。

　皿　特定の意味をあらわすことばと認知との関係

　（1）非存在の意味をあらわすことはと記憶課題

　子供が存在していると期待している事物が非存在の時

に㏄ナイ’’が発せられた。A児は片つける，しまう意味

の｛’ナイナイ’’はユ4；29から頻繁に発せられたが，非存

在の’’ナイ’’は発せられなかった。B児はユ7；24にTが

記憶課題で犬をコップの中にかくすとサイ，ナイ”と

なくなったことを叙述し，再現することを要求した。C

児は17；22に絵本をGMと見ていて，養育者が’’にん

じんは？’’と尋ねると｝カラソペ（ポ）’’と非存在のナ

イと同じ意味のことばをいった。養育者の報告でアイス

クリームやジュースを食べてしまい，なくなると一｛カラ

ッペ（ポ）’’というとのことであった。D児はユ7；3に

石けん箱をあけて，何も入っていないと1｛ナイ”といっ

た。

　B児，C児，D児は非存在の意味カテコリーを発した

と同じ時に，3ケのコップのいずれかにかくした犬の位

置を覚えていて，5秒間スクリーンで遮蔽された後に犬

を捜しだす課題を通過した。

　（2）成功，発見の意味をあらわすことばと言己憶課題

　A児ユ5；20，B児15；Oにコップをあけ，犬があると

“アッタ’’，A児15；20に円板を基盤に入れ1’アタ（入っ

た）’’，B児ツミキをコップヘ入れ一1タッタ”，C児13；

26にツミキをコップからひっくり返し，ツミキが出る

と．．アッタ’’，D児17；3に哺乳びんのフタがきちんと

しまり’！アッチャ’’を発した。これらは何かを試みて，

できた，成功したとき，発見したときに発せられてい

乱A，B，C児は，先に述べた異り語数の増加，指示

代名詞の出現の時期と一致している。C児以外，この時

期，箱をあけて玩具をだす目的達成VI段階に達した。

考　　　　察

　語彙数を中心とした初期言語発達の節目と非存在をあ

らわす一’ナイ’’，成功，発見をあらわす’一アッタ’’等の

特定な意味をもつことばの出現と同時期に出現してくる

認知課題を明らかにした。

　各児により，それぞれの言語メジャー（初語の出現，



表4B児の認知課題への反応と異り語数及び主なことばの内容

月令

8；04 9；14四 11；09 四 12；21 13；14 14；09 回
15；23 16；18 17；02 17；24 18；23 19；06 19；27

認知・言語

目的達成 ← IV段階 → ← V段階 → ← VI段階

因果性 IV段階 → ← V段階 → ←
ネジの位置わかるが

← 大人にたのむ（V） ← VI段階

積木と ← コップから
　　○コツフ 積木をだす ← コップから積木を出入

コ

認 ン 小鈴と ←
びん 入れる ←ビ

びんへ小鈴を出入

知
ネ

輪と棒 ←
1

輸を棒
から出す→ ←棒へ輪を出入

シ
メ 入れ子 ← 入れ子2ケ → ← 入れ子3ケ

ヨ

ン
ハメ板 ← 円板は

円板出入 円板回転 →
←ハメ

← → ← 板全→ ←
ジ 課 ずす

ハメ板回転
→

題
積木の 大ツミキつ 大ツミキ ← 2ケ → ← 3ケ → ？ ？ 6ケ 5ケ 7ケ

ヤ 塔 もうとする 2ケ

包みこむ ← ←

1 記 憶 ← 全体隠し → （途中ま ← 包みこむ 2ケの 3ケの
であける） コツプ コツプ

描 画
例後なぐ
りがき ← 例示前になぐりがき

←身振 ← ←人形へのふり行動
事物操作 りでの

命名
自己への ←代置

活動 ふり行動 ←行為の緒合

異り語数 O 0 1 1 1 6 5 9 10 18 16 19 24 27 31 47

指示代名詞 語遵鎖 ナ イ 二語発話
ア ツ タ

アーイ ボーン トッ テ ト ツ テ ト ツ テ ト ツ テ コ コ ワータッタ アッアッタ コ レ ワ ワンワンガ アーワンワン コ　ェ　ワ ？ ゾーサンノセタ
’
一
自
口 ポ 一 ン ポ ■ ン ポ 一 ン コ 工 コ レ アツアレー タカーイ ナ イ アーオチタ コ コ ゾーサンナイ

語 マ
ン’ マ マ ン マ マ ン マ ア ツ タ ア ツ タ ア ダ コ コ ウ・ココ アーデタ コ ツ チ イツパイイツパイ

バイバイ ア イ ノ＼ イ タ ツ タ タターイ コ 工 イ ン ゴ タータン アータテタ ゾーシヤン ボ ク
メ ことぱの

ニヤンニヤン ワンワン ワ ン ワ タ タ ・ イ ナイナイ ノ、’ ア ツ タ ダイコン アーナッタ バヤヤ〔バナナ〕 M　チ ヤ ン

ジ 内容
ネ ン ネ ドージヨ 〔バンザーイ〕 夕 ツ チ チ テ ヨ ン デ タ ツ タ ワーマテ オマンジュウ S タ ン

ヤ
タキャ〔カ〕イ ト ツ テ ダ ツ コ ナイナイ メ ン メ ト ツ テ ワーオバケダ イ ン ゴ ア ・ ナ イ

“　　　　　　　　“フーフー

ワ ン ワ ン チ チ イター（入った） イ タ イ ナ〔リ〕ンゴ ホチイホチイ ウチュ〔クツ〕 デ タ

1 ア レ ？ セ ン セ □ ブーブー イターイ オ ノ、 ナ ノ ン ダ モットスル ウテー〔トケー〕 ヨ ン デ

マ ン マ ゾーシヤン オ ノ、 ナ タイタイ ジ ジ コ ワ イ タイタイ バーチャンワ

ノ、 イ ノぐ ン タイタイ ワ ン ワ ヨ ン デ ノ、 シ テ セ ン べ ・

シ テ チ チ バイバイ デチ〔キ〕タ 一 ・

一ユー一ユ 一 ア ツ タ ノ、 イ ツ タ

他 他 他 他 他 他 他

〔〕は正構音した場合を示した
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指示語の出現，語彙の増加，指示代名詞の出現，ナイの

出現，アッタの出現）の出現の時期は異っていたが，そ

れぞれに対応して可能になっている認知課題は共通性が

あった。

　初語の発生の時期に，容れるものと容れられるものの

関係を認識し，容器，棒，板に対のものを入れるという

方向性をもった行動が成立してきている。A，C児では

初語の発生の前の回，B児では同時期に自分の要求を満

たすための道具機能の音声が発せられた（音声の意味機

能については小椋（1985）に詳述）。音声面でも自分の

目的を達成するという方向性をもった道具機能の音声が

発せられ，認識面でも容器の中に入れるという方向性を

もった行動が成立している。小椋（1984）の横断的方法

の結果では半指示語，指示語がマンマ以外に4ある一語

発話出現と円板出入，入れ子2ケとの年令を一定にした

時の偏相関はO．417，0，394で，それぞれ1％水準，5％

水準で有思であった。

　横断的方法では，　語発話出現に指示語の出現まで含

め，また一語発話増大，定着の時期の子供まで含めて偏

相関が算出されており，一語発話出現前後の子供だけを

対象にするより高い値がでていると考えられる。しかし

容れるものと容れられるものの関係は横断的方法でも一

語発話出現と偏相関が高かった。音声面で既得の感覚運

動的な哺語に意味が付与され，伝達手段として使われ，

音声一意味の対関係が成立してきている時期に認知面で

容れものと容れるものという事物の対関係が認識されて

きているといえる。

　近藤（1982）は，入れる，おく，わたすといった定位

的諸行動に対して役割交換しあえるような形での共感や

励ましをコトバを介して進める中で，はなしことばを介

してやりとりする関係が成立することをのべている。本

研究でも，初語の出現と同時期に’！入れて’’，“チョーダ

イ’’などの動作をあらわすことばの理解が3児ともでき

るようになっている。大人からの定位的活動を促すこと

ばの理解がすすみ，大人からの働きかけにより音声面で

も認知面でもますます定位的活動が増大してくる。はじ

めは容れものへの出入という単純な行動の繰り返しが，

物を介して人と交わる三項関係を基盤に，大人の行動を

模倣し，とり入れ，コップの中をスプーンでかきまわす

といった事物の機能を理解した行動へとすすんでいく。

音声面でも大人の模倣，とり入れにより事物，事象を表

現する指示語の獲得となる。

　次に指示語の出現とほぼ同時期に可能となった認知課

題について考察してみる。個人差はあるが，目的達成V

段階，因果性V段階，なぐりがき，包みこむ，小鈴をび

んへ入れて出す，稜木をつもうとするあるいはつむであ

った。目的達成V段階，因果性V段階は目的達成のため

に事物，人の媒介物に気づき，それを使用できることを

示し，なぐりがきは鉛筆を道具として使用できることを

示している。道具の使用が認知において可能になってき

たことが示されている。Bates　et　a1．（1979）は，道具の

使用において，①問題に気づく　②問題解決の部分一全

体分析を行い，ない手段を単独にとりだす　③かわりの

手段を捜し出すの三段階があることを示した。目的達成

V段階において道具として外の事物を使い始める。また

道具の使用，象徴遊び，言語の3つの頒域で文脈的依存

を減少させ，部分　全体の認識から生産へと平行してす

すんでいくことを提起している。遊んでいる子供が棒の

中に’’スプーンの性質（sp00nness）”をみることがで

きるように，問題解決をしている子供はクッキーを得る

のに沢山並んでいる事物の中に傭の性質（stickness）’’

をみるようになるかもしれない。道具の使用は象徴活動

の1つのタイプであり，“Presentationa1symbo1izing”

から“representationa1symbo1izing”への移行は問題

解決での道具の選択，遊びの象徴選択，言語での象徴選

択の分析と代置に対して構造的に同じ重要性をもってい

るとしている。本研究での道具の使用は，玩具について

いる紐を引っぱる，玩具がのっている支持物をひっぱる

課題で，道具は直接目的物にむすびついており，棒を捜

し出して使うような場合より容易である。しかし移動し

てとるのではなく玩具についている紐に気づきそれを引

っぱることは部分一全体分析や代理部分を捜すプロセス

が入っているといえる。村井（1979）は，行動を対象に

直接向けなかったことは対象に対する，あるいはこれか

ら行おうとする行動についてのイメージを頭の中に形

成することが可能になりはじめたことを示している。こ

のイメージは直接対象及び今，行おうとしている行動

についてだけであって，イメージとしてはきわめて端緒

的なものである。しかしそれは彼の世界が現実と離れ

て，新しい世界を持つことができはじめたことを示して

いる。また，周囲にある事物を道具的に使用すること

は，その事物に新しい意味を付与することになり，乳児

は道具の使用を通して彼自身の世界を拡大してゆく。

　道具の使用は，本研究のなぐりがきの鉛筆の用途的使

用にもあらわれている。事物の用途を理解し，それを身

振りで示す事物への命名がこの指示語の出現の時期と一

致している。音声への命名，事物の命名が同時期に出現

している。子どもの育つ社会で使用されている事物への

慣用的身振りでの命名と音韻パターンでの命名は，大人

からの取り入れを通して獲得していく。人の顔をみな



表5　C児の認知課題への反応と異り語数及び主なことぱの内容
月令

認知・言語 7；28 8 ；24

四 9；28 10；23 回 12；15 13；05 匝 14；17 15；07 15；27 工6；18 17； 22

目的達成 ← IV段階 → ← V段階 → 箱を破る ← VI

因果性 ← 未実施 → ←IV段階 → ← V段階 → ← ネジの位置わかるが大人へたのむ（V） → ← VI
積木と ひっくり

未実施 ←例示 ロヘもっ
認 　　○コツフ かえす 後出入 ていく 未実施 ← コップヘ積木を出入

コ

ン 小鈴と
びん ← 未実施 → ← びんへ小鈴を入れる → ←

ビ
びんへ小鈴を出入

知
ネ 輪と棒 未実施 ← 輪を棒から出す → ←一

棒へ輸を出入

メ シ
入れ子 入れない 入れ子2ケ ←← → ← →

Tからのこと
2ケ

何度かの
ヨ ぱかけで3ケ 後 3ケ ←

→
3ケ

ン

ジ 課 ハメ板 ← 未実施 → ← 円板はずす →
検査にの
らない ← 円板回転 → 未実施 ← ハメ板全 → ← ハメ板回転

題
積木の
塔 ← つまない → 未実施 ← 2ケっむ → 4ケ 2ケ ← 4ケ

ヤ

記 憶 ← 全体隠し →
包みこむ

← 2ケのコップ → ← 3ケの
拒 否 コツプ

1 描 画 ← 未実施 → ← 例示前になぐりがき → ← 円錯画

事物操作 ←身振りで ←自己へ ← 人形へのふり行動
のふり行 ←

活動
代置

の命名 動 ← 行為の結合

異り語数 1 1 0 3
（1）注1 （4）注2 13 19 24 （ヱ7）注3 22 30

指示代名詞 語 連 鎖 二語発話 カ ラ ツペ
ア ツ タ

マ ン マ マ ン マ アワチャン ア イ マ ン マ コ 工 ア ツ チ アータイタイ アッタイタ アッチイコー カ ラ ツペ
昌
自
目

マンマンマン ア ダ コ ツ チ コ ツ チ アーアッタ ア ツ コ カケナイ ナ 二 ガ

語 バイバイ ア イ マ ン マ アーアッタ アーデタ コ コ ダ オカチーノ ナニコ　レ

メ
ア ナ ノ、

ことぱの
イ ア　ンマー コ コ ダ マ ツ テ ソ ウ カ 　　“コエフ・ン

内容
オイ シ　ョ キイ〔リ〕ン オ ン ブ カッチン デ キ タ ネコ デ ス

ジ
ア ツ タ ジ ヨ 一 アンマアンマ ネ〔コ〕 アッチャ コェダケ

ヤ
“　　　　　　　　　　“フ　ー　フ　ー

コ コ ナンダッテ ツ ン ダ ア シ ブ ブ ヤ

1
オ ブ 一 カ イ タ ニヤーニヤ□ ナイナイ ノ、 シ コ 工 ヤ

ネーチャン イ ヤ ワ ンワ ン コ レ ワ ス イ カ ア シ ヨ

ネ ン ネ チュンダ メ ハイ ッタ ア ツ イ ア ツ　コ ワ

ポ 一 ン ネ〔コ〕 オ ア ナ ワ　ンワ　ン ア ツ タ カ ッチ ン

ノ、 ナ ナイナイ ノ、 イ タ オイショ カーチャン ダ ツ テ

ブブー（豚） 他 他 他 他 他

注1不手際でテープ消去のため20分間
注2　不手際でテープ消去のため50分間

注3　不手際で音戸入らず36分間
〔〕は正構音した場合を示した

の録画を再生した

H
O

議
琴
麗
臓
汽

片

か

曹
錯
口ψ

瑚
畿
脇
～
灘
書
畿
脇
θ

瑠
粛



小　　椋

い，人への廿えが少ないなど対人関係につまづきのみら

れる子どもは，事物を目的達成に使うなど他の認知課題

は成立していても，人を自分の目的達成の手段として使

う因果性V段階の課題を達成できず，指示語の獲得と事

物の象徴的使用がなされていない（小椋，1986）。言語

は人へのコミュニケーションの道具であり，人を道具と

して使えることが指示語出現の必要条件である。

　先の横断研究で，指示語の出現と偏相関の高かった認

知課題は包みこむ（O．770），積木をつもうとする　（O．

323），目的達成V段階（O．3ユO）であった。本研究でも

包みこむは指示語の出現と同時期に可能になった。布に

包まれた玩具を記憶しているという点で事物の永続性と

玩具を手にいれるために布をあけるという点で目的達成

の要素が入った課題である。単に布の下に隠された玩具

を発見する事物の永続性のIV段階の時期には初語も出現

していなかった。この包みこむの課題では，玩具を布の

中でかくし，包み，子どもへ手渡し，子どもが反応する

には何秒間かの時間が必要である。その時間子どもは頭

の中の布の中に包みこまれたものの，あるいは何かが布

の中に入っているというイメージを保持し，課題へ興味

を持ちつづけるこ一とが必要である。ここでのイメージも

極めて端緒的なものである。指示語の出現でも，指示す

る事物，事象の視覚イメージ，及び大人から発せられた

音韻パターンの聴覚イメージを保持していることが必要

で，包みこむ，目的達成V段階，事物への身振りでの命

名などに共有されている表象の能力である。道具の使

用，表象能カの発達とともに子どもは周囲にある事物へ

音声，身振りで新しい意味を附与していく。

　次に語彙の増加の時期について考えてみる。異り語数

が10以上になった時期を語彙の増加の時期としたが，4

児でココ，コレの出現の時期と一致し，またA，B，C

児では事物を見つけて㏄アッタ’’をはじめて発した時期

と一致していた。ココ，コレはこれらのことばで指示さ

れる事物がある。また，ココ，コレは指さし，みせる，

手のばしの身振りを伴い指示代名詞で表現されるものへ

大人の注意をひきよせている。

　この時期に出現する認知は，ないものを想定したり，

ある事物を他のものに置き換える象徴が出現している。

Casby　and　Ruder（1983）はMLUとある事物で他の

事物を表象する能力を示すpiagetのType1I　Aの遊

びの得点との相関が高ったことを報告している。小椋

（1984）の横断研究で語彙11以上の　語発話定着と人形

へのふり行動の出現率との偏相関が0，405，人形へのふ

り行動十事物の置きかえの総象徴の出現率との偏相関が

O．349，事物の代置の出現率との偏相関が0，296で人形へ

たみ子 111

のふり遊びに代表される象徴遊びの出現率との偏相関が

高かった。

　ある事物を他の事物にみたてての遊びは，意味するも

のと意味されるものの間に有縁的関係がなく，ここでの

能言己一所記関係は子どもがつくりあげたものである。言

語においても能記と所言己は分化しており表示対象との

関係は悠意的である。象徴水準の高次化が言語，認識

の両面ですすみ，Ogden　and　R1chards（1930）のいう

象徴一事象
　＼　／　　の三角形が成立したといえる。
　表象
　象徴の出現の他に，この時期可能になった認知課題

は，A，B，C児で因果性の課題でネジまき玩具のネジ

の位置がわかりさわるが，自分ではまわさず大人にわた

した。全体の中から部分をとりだす能力，環境について

の分化が発達してきているといえる。言語の面では環境

を分化しての認知が語彙の増加につながっている。

　次に特定の意味をもつことばと認知課題の関係につい

てみてみる。本研究で非存在をあらわすナイの意味をあ

らわすことばの出現と3ケのコップのいずれかに入れた

犬の位置を記憶していて5秒問スクリーンで遮蔽した後

に捜し出す課題が可能になる時期が一致していた。この

課題はW．S．Hunter，ユ913（鹿取，1984による）が

行った遅延反応テストの1つである。鹿取（1984）は遅

延反応の状況で正しく反応を行なうには，信号刺激（こ

こでは位置）を信号刺激がスクリーンでおおわれた時点

から反応が許される時点まで，なんらかの形で保持して

おくことが必要となる。こうした状況で現前しない信号

刺激の効果を内的に保持することのできる過程をHun－

terは｝シンボノレ過程’’とよんだ。

　非存在をあらわす｝ナイ’’は秦野（ユ984）の対象児で

は14ヵ月に出現している。本研究では17ヵ月をすぎてか

ら出現している。予期又は期待した事態に反する事実に

ついての認識表明で，「存在するはずだ」，「過去に存在

していた」という前提が先行条件となる。頭の中に存在

するはずの対象，過去に存在していた対象の表象が保持

されているからこそ発せられた言葉である。非存在のも

のの表象を頭の中に思いうかべて’｛ナイ’’が発せられる

ことは，コップの中に隠された犬とどこにかくされたか

のコップの位置を頭の中に保持しておくことと，共通の

能力が関与している。英語のgOneは日本語のサイ’’

にあたると考えられる。問題のところで述べたように

Gopnik（1984）は，9oneは事物の永続性で一連の見え

ない移動をナる物の発見の課題を解決する第VI段階と前

操作期（隠した順序と逆にさがして一連の見えない移動

をする物の発見の課題）の移行期に獲得されるとしてい



表6D児の認知課題への反応と異り語数及び主なことばの内容
月令

1；17 四
（ユ3；00） ヱ3；19 14；11 ユ5；01 15・23　，

16；13 17；03 17；24
認知・言語 四

19’14　，

20；06 2ユ；ユ3 22；00 22；26

目的達成 一IV段階 → ←V段階 → ←VI段階

Tからのは
因果性 一IV段階 → たらきかけ ←V

段階→
←　ネジの位置わかるが大人にわたす（V）→

でわたす
←▽I段階

認
積木と

コ コツプ 一コップヘ積木を出入

ン

ビ 小鈴と ←小鈴を
知 びんへ入

←入れて
びん 指で出す→ ←びんへ小鈴を出入

ネ れる→

メ 1 輸と棒 一棒へ輸を出入
シ

ヨ 入れ子 未実施←入れ子2ケ → ←入れ子3ケ
ジ ン ハメ板 一　円板出入　→　←　円板回転 →←ハメ板全 →

課
←ハメ板回転

題 積木の つもう っもうとす
ヤ

塔 とする ←2ケ → るがくずれ ←拒否 → 2ケ ←拒否
る

包みこむ ← 2ケのコップ 2ケの 2ケの ←2ケの

1 記　憶 全体隠し
途中まで ←包みこむ コツプ コツプ コツプ ←3ケのコップ

不可 不可 可

描　画 鉛筆なめる ←例示前になぐりがき →←円錯画

事物操作 ←身振 ←自己 ←人形へ

活動
りでの へのふ のふり行 ←行為の結合 ←代置
命名 り行動 動

異り語数 O 1 2 2 5 5 5 5 7 7
工4 20 （17）削 （14）齢 41 52

ナ　　イ 指示代名詞 二語発話
語遵鎖

ワ　　ン ノベーノベ ノベーノベ ア　ダ ポーン マンマ ネ　ン ネ メ ポ　ー ン アーブーフし コ コ ウーバー ネー〔チャン〕 E タ ン トーチャンアクシュ
畠
ヨ
目 ナンナン注6 マンマ ワンワン メ ブ　ー ア ダ ナ　　イ マンマ（食物） コ　　　　エ コ 工 カーブーブー ハ〔サ ミ〕 バーチャン モ ウ チ ヨ

語 ア　　イ ブ　ー ワンワン ブー（お茶） ノく■ノベー マンマ（オンマ） フし（ヒコーキ） グアン〔ゴハン〕 ブー ン カー テ ン テ ガ ツ コ 一

ブーブー ノ寸一ノ寸 ア　ダ ブー（車） アッチャ メ ジ　　ー バ帥〔ス〕 イ　タ 一メ
メ ト1チャン〕 アクチョ〔ヤクショ〕

ことぱの
ジユジユ ア　　イ ア　イ ワンワン ブー（お茶） ブーブー アチイ デー〔デンキ〕 ワンワンワン マ ン マ 二一〔チャン〕 ゾーチャン

ジ 内容
ブー（車） ナ イ ア　　　ツ バ〔ナ　ナ〕 イ　タ □

ノ、 イ ボ ク チ ユ イ カ

ヤ マ　ン　マ ノぐ　　一 ノベ

ワンワン ア　チ　イ メ ノ、
一 イ ア ツ

ノ｛ 、
、
、

カ ン

ブー（お茶） メ メ ネ　ン ネ タイタイ カ〔スイカ〕 ビ 一
1

ウ

ブー（車） ノベーノミー バ〔バナナ〕 ブー ア ツ チ ナンナッタ
ナ　　イ ブ 一

カー〔チャン〕 バイバイ ギユーニュー チェンチェ
メ ネ　ン　ネ バイバイ バ〔ナ ナ〕 カ チ ヤ ジカ〔ジカク〕

オイチイ チチ〔チザチョ〕 ナイナイ チャーチャン イッチョ イ ツ
ノ｛ イ

他 他 他 他 他 他

注4　62分間録画

注5　45分間録画
注6　GMが独特のことばをっかうので，Cがこれらを発した場合ことばとした。〔たとえばナンナンは人形，ジュジュはこわいを意味した〕

注7　D児は語頭あるいは語尾だけをいうことがあった。〔〕に省略部分及び正構音した場合を示した。
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小　　椋

る。本研究ではComgan，Gopn1kらの事物の永続性の

課題を使用していないので，今後これらの課題をつかい

検討していくことが必要であるが，本研究での3ケのコ

ップの課題はHunterがのべるようにシンボノレ過程が

合まれており，第VI段階の課題であると考えられる。

Gopnik（1984）はまた9one以外にno，uh－oh，there

のような成功，失敗をあらわす語と手段一目的の課題で

の洞察を必要とする問題の解決との間の関係を報告して

いる。no，uh－oh，thereを用いるためには子どもはプラ

ンを考え，つくり，実行，比較しなければならない。プ

ランについて考える能力は感覚運動期のおわりの洞察あ

るいは発明の発達が底にある。本研究で，成功をあらわ

す意味といえるかは問題があるが（発見の意味といった

方がよい）フタをあけて犬を見つけた時の㏄アッタ”，

積木をコップにいれて入った時1一アッタ’’，｝タッタ’’，

フタをしめて“アッチャ”の出現の時期と目的達成V暇

階で箱をあけてお菓子をとり出すことができるようにな

るのが，C児以外で一致していた。非常に原初的な形で

のプランをこの時期の子どもはつくり始めているのだろ

うか。

　Gopnik（1984）は特別の概念をあらわす語の獲得とそ

れらの概念を必要とする問題の解決の間に特別の関係が

あることを仮定した。子どもは概念を言語的に表現でき

る前に，概念を発達させねばならないのではない。むし

ろ子ども達は言語的にそれらの概念を表現しようと子ど

もを動機づけている概念をまさに発達させようとしてい

る。子供の言語の意味は大人の言語の意味構造よりも子

どもの認知的関心と密接に関係している。大人の意味シ

ステムの断片を獲得するよりもむしろ子供は彼にとり重

要な意味を表現している体系をつくりあげている。｝ナ

イ’’に代表される非存在をあらわす概念　．一アソタ’’，

ソッタ（入った）’’に代表される成功の概念について

は，本研究でもC児以外，意味と概念の同時出現が認め

られた。今後，多数例を検討し，特別のタイプの意味獲

得と特別の認知達成の関係が妥肖なものか，特別の意

味，概念とはどういうものかを明らかにしていかねばな

らない。

　Bates　et　a1・（1979）やFisher（1981）は言語と認知

が共通の構造的基礎を持ち，認知の特定の頷域が言語の

特定の領域と特定の時期に関連しているという1oca1

homo1ogy説を提出している。Gopn1kの語の意味とそ

の概念の関係についての研究は，言語の内容，認知の内

容をより明確にしたものといえよう。本研究において，

初語の出現，指示語の出現，語彙の増加，代名詞の出

現，非存在をあらわす｝ナイ”の意味，成功をあらわす
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｝アッタ’川入った’’の意味の出現とその時期に可能にな

った認知課題を明らかにし，言語と認識の両頒域の底に

よこたわる機能を考察してきたが，言語が出現し二語発

話が出現するまでの初期言語発達期においては言語と認

識が共通の源泉から生じてくるという1oca1homo1ogy

説が妥当なものといえる。言語の意味はそれに関連する

概念の関係の解明については，認知課題の吟味が必要で

ある。今後，多数例について，認知課題を再検討し，木

研究で得られた結果の妥当性を検証したい。また本研究

で得られた言語メジャー，認知メジャーは筆者がことば

の獲得の遅れた子供にかかわっていく際，言語発達を予

測するうえで有効なメジャーとなっている。ことばの獲

得の運れた子供の診断，指導をとおし，言語・認識・杜

会性の関係，さらには言語発達と関連する心理的諸機能

の解明をめざすのが今後の課題である。

要　　　　約

　初期言語発達と認識の発達の関係について4児の3週

間毎の縦断観察を行い，異り語数，ことばの内容を中心

にいくつかの節目を設定し，その時期に対応して獲得さ

れた認知能力をあきらかにした。またGopnik（1984）

らが指摘する語の意味と認識の関係について非存在の意

味をあらわす！！ナイ’’と事物の永続性（本研究では記憶

の課題でみた），成功，発見をあらわす一’アッタ’川タッ

タ（入った）’’と目的達成の課題との関係を出現時期の

対応からみた。

　初語の発生の時期に容れるものと容れられるものの関

係を認識し，容器，棒，板等に対のものを入れるという

方向性をもった行動が成立してきている。音声の面で道

具的機能の音声が出現し，既得の感覚運動的な哺語に意

味が付与され，伝達手段としてつかわれ，音声一意味の

対関係が成立し，認識の面と同じ能力が成立してきてい

る。

　指示語の出現の時期に因果性V段階，目的達成V段

階，包みこむ，なぐりがき，小鈴をびんからなんらかの

方法でだすの課題が可能になっている。目的達成のため

に，事物，人の存在に気づき，それを使用することがで

きる。あるいは方法を考え，目的達成する。なぐりがき

に示されるように，事物の用途を理解しそれを身振りで

示すことができる。また布の中に隠された玩具のイメー

ジを一定時問保持し，玩具をだすという目的達成のため

に布をあける包みこむの課題が可能になっている。指示

語の出現には指示する事物，事象の視覚イメージ，及び

大人から発せられた音韻パターンの聴覚イメージを保持
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していることが必要で，包みこむの課題に共有されてい

る表象能力が必要である。Bates　et　a工．（ユ979）は道具

の使用には部分一全体分析の代理部分を捜すプロセスが

入っており，言語での象徴選択の分析，代置と構造的に

同じ意味をもっているといえるとしている。道具の使用

に示されるように，事物への新しい意味づけが行われ，

事物への身振りでの命名，事物への音声での命名が同時

期に出現している。これは大人からのとり入れによりす

すんでいくもので，人を自分の目的達成の手段としてつ

かうことをしない対人関係につまづきのあるこどもは，

他の認知課題が成立していても指示語の獲得と事物の象

徴的使用がなされていない。

　語彙が10以上になった時期に4児ともコレ，ココの指

示代名詞が出現した。ココ，コレは，これらのことばで

指示される事物がある。この時期に出現した認知は，な

いものを想定したり，ある事物を他の物に置きかえる象

徴が出現している。意味するものと意味されるものの間

には有縁的関係がなく，言語においても能記と所記は分

化しており表示対象との関係は悠意的である。象徴水準

の高次化が言語　認識の両面ですすんでいる。象徴の出

現の他にこの時期出現した認知課題は，3児で因果性の

課題でネジまき玩具のネジの位置がわかりさわるが自分

ではまわさず大人に渡した。全体の中から部分をとりだ

し環境を分化しての認知が語彙の増加につながってい

る。

　特定の意味をもつことばと認知課題の関係については

非存在の意味をあらわす’’ナイ’’の出現と3ケのコップ

のいずれかにいれた犬の位置を記憶していてスクリーン

で5秒間遮蔽された後に犬を発見できる遅延反応が可能

となる時期と一致していた。．一ナイ’’は頭の中に存在す

るはずの対象の表象が保持されているからこそ発せれる

ことばで，コップの位置を一定時間頭の中に保持してお

く能力と共通の能力と考えられる。一～アッタ’’ソッタ

（入った）’’といった成功，発見をあらわす意味のことば

と目的達成w段階の箱をあけてお菓子をだす洞察を必要

とする課題の出現時期が一致していた。Gopnik（ユ984）

によれば，プランをつくり，実行，比較して発せられた

成功をあらわす意味のことばは，洞察，発明の概念と平

行して発達してくる。特別の概念をあらわす語の獲得と

それらの概念を必要とする問題の解決の問に特別の関係

があるというGopnikらの考えは言語と認識の関係をほ

りさげて研究しているものとして注目に値する。

　木研究の結果から，言語出現から二語発話出現までの

初期言語発達期において，言語と認識が共通の源泉から

生じてくるというBateseta1（1979）の1oca1homo1一

Ogy説は妥当なものといえるであろう。

　本研究で得られた言語メジャー，認知メジャーは言語

の獲得の遅れている子どもの言語発達を予測する上で有

効なメジャーである。言葉の遅れた子どもの診断，指

導を通し，言語・認識・杜会性の関係を解明していくの

が今後の課題である。

〈謝辞＞長期間にわたり本研究に御協カ下さいました

4児の御両親ならびに養育者の方々に心より感謝いたし
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